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実証条件・評価対象・成果説明の再照合結果

無告知の実環境試行、採否変更と公表の範囲について、根拠資料の対応を記録します。

原資料作成日 2026.11.30

原作成・担当 情報解析部　朝倉 紬／確認：代表　汐森 怜司

文書番号 SM-I-26-021-13

周知資料が見当たらないことだけを根拠にした判断ではない。UCR-Q-17-0306-01の個別周知省略申請、UCR-A-17-

0310-01の承認、AS-UCP-W-17-0612-01の実施記録を対応させ、一般利用者に試行であることを告げない条件で実環

境試行を行ったことを確認した。

各60試行、計180試行は事前基準では適格であり、結果は目標達成142、未達38である。未達32試行が結果判明後に

「運用条件外」へ変更された。事前規則の除外に該当しないとの篠原の指摘はUCRが受領し、研究統括は相違を把握

した後も変更後の成果提示を維持していた。

公表値142/148は95.9%。同じ3拠点の適格記録へ事前基準を適用した142/180は78.9%となる。後者は当該3拠点の

記録上の目標達成率であり、全国の真の性能、将来性能、予測精度または安全性を示す数値ではない。問題の判断は

計算差だけではなく、事前規則、変更時点、異議の受領後の判断と、広い条件への適用主張を合わせたものである。

説明訂正の対象となった案内業務は、独立した対照票によってUCP-T-17-YH03-049へ対応した。相良の説明訂正を再

び未確定へ戻すものではない。14行は施設側の未対応項目であり、180試行や32試行の採否変更と同じ集合ではな

い。

元記録からの再計算（単位：試行）

対象 適格 達成 未達 結果後の対象外 公表分母

横浜 60 48 12 10 50

北浜 60 47 13 11 49

南陵 60 47 13 11 49

計 180 142 38 32 148
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SM-I-26-021-13 保存記録 / 提供用抄録

提供・参照情報

提供日 2026.11.30

抄録作成日 2026.11.30

原資料の出所・保存経路 独立した発注・現場・受領・集計・承認記録に基づく汐森の照合結果。

作成・提供の目的 周知、事前規則、結果後の採否と公表の適用範囲を分けて確認する。

原資料本文とは別に付した参照先です。参照情報更新日：2026.12.14

事前評価計画 ↗

周知省略の申請と承認 ↗

180試行の適格情報と結果 ↗

篠原の差異照会 ↗

UCRの指摘後の回答 ↗

2017年公表報告 ↗

現在の移行申請 ↗

本資料はフィクション作品の一部です。作品案内：https://shiomori.piveh.com/about-this-site/
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https://shinohara.piveh.com/documents/classification-query-20170619/
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https://civic.piveh.com/documents/rollout-application-20261201/
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